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町田市議会 令和 5 年定例会本会議 加藤真彦一般質問特集

第1回定例会
（R5.3）

加藤真彦　多摩都市モノレール町田方面延伸ルートが選定されて、1年半が経過する。　　　
渋滞緩和、環境負担の軽減、中心市街地や町田GIONスタジアムへのアクセス向上、大規模団
地の再生やモノレール駅周辺人口増加による地域の活性化、公共交通網の弱い地域の交通利便
性の向上など、観光だけでなく、経済の活性化や日常的な暮らしの中で、住み心地の良いまち
になるなど、町田が更に注目されるまちになる機会でもあり、早期実現が必要だと考える。　
現在の検討状況について伺います。

都市づくり部長　2022年8月に学識経験者・町田市・多摩市で構成する「多摩都市モノレー
ル町田方面延伸沿線まちづくり検討会」を設立し、沿線の特徴や課題を整理し、まちづくり課
題の施策を検討した。2023年度は、利便性向上のための公共交通網再編、快適な乗換えがで
きる交通広場整備、公園や施設の利活用など、モノレール需要創出に向けた取組を進め、
2023年度末には、町田市・多摩市の「モノレール沿線まちづくり構想」を策定する。この内
容を基に都と事業化に向けた協議・調整を実施し、モノレールの早期実現を目指していく。

加藤真彦　現在開催している沿線まちづくり検討会について、どのように市民に周知を行って
いるか。また、市民の意見をどのように今後の構想に反映させるのか伺う。

都市づくり部長　議事概要を町田市・多摩市のHPに掲載し、周知している。「モノレール沿線
まちづくり構想」検討過程において、市民意見募集を実施し、頂いた意見を反映させていく。

加藤真彦　宿通りは数少ない歴史景観を有する生活道路である。宿通りと平行した都市計画道
路の決定がされた場合、それぞれの道路空間について様々な利活用が考えられるがどうか。

都市づくり部長　道路空間の利活用は、今後のまちづくりにおいて重要な取組である。地域の
特性に応じた道路空間の利活用の可能性があると考えており、小野路地域の道路整備が今後、
具体化していく中で、関係機関と協議・調整を行っていきたいと考えている。

加藤真彦　導入空間や整備の工夫は必要になる。都市計画道路の決定や整備は、地域の意見を
聞く場を設けたり、地域と一緒に進めることが重要である。今後、用地取得等、地域協力が必
要になる。多摩都市モノレール町田方面延伸の早期実現に向けて引き続き取り組んで欲しい。

多摩都市モノレールについて第 2回定例会
（R5.6）

加藤真彦は、令和5年3月、6月の定例会で、自由民主党会派の一員として一般質問に立ち、町田市が抱える
様々な問題について、質問と要望をしました。内容を要約・抜粋して特集いたします。

町田市の更なる発展に向けて全力投球！

加藤真彦　学校給食で市内農産物の利用を拡大することは、農地を残す為、農業者の所得　　
向上・食育・町田市の魅力という観点からも進めていかなければならないと考えている。　　
中学校全員給食も間近となっている中、小中学校双方において、市内農産物の利用拡大に向け
た準備を早急に行わなければならないと考えるが、現状の課題は。

学校教育部長 小学校給食に農産物を納品している市内の生産者からは、原則として、当日朝の
決められた時間内に配送することの負担や、注文を受けた量を確実に確保しなければならない　
ことの不安などの声を聞いている。こうした負担や不安の軽減が課題であると認識をしている。

加藤真彦　配送の課題に対する対策として、各小学校に設置している保管庫を活用し、前日　
納品を可能として欲しいがどうか。

学校教育部長　生鮮野菜類の保存温度は、10℃前後以下とすることが示されている。　　　
今後、保管庫内の温度を確実に把握できる温度計を設置し、一部の学校で利用している保冷剤
や保冷箱の保管庫の中への配置の拡大など、保管庫が活用できるような工夫をしていく。

加藤真彦　学校給食に関して、学校部門が農業部門と連携して、JAと共により良い仕組みづ
くりに取り組んでいくことを期待するがどうか。

北部農政担当部長　小学校給食については、農業部門も協力して庁内やJAと連携を図り、　
給食の安心安全な市内産農産物の利用を拡大していくとともに、児童の食育を推進していく。

加藤真彦 日野市では、農産物の品目・数量を契約して栽培している。そのため栽培分は必ず給
食に利用される。また、学校給食用に栽培する野菜の種や肥料代の一部経費の補助や農産物の規
格も定めているため、農業者が安心して栽培できる環境である。新たな仕組みづくりを求める。

民有地のナラ枯れ対策について第 2回定例会
（R5.6）

加藤真彦 町田市の特性上、特に鶴川、忠生、堺地区は緑と居住環境が近接しており、ナラ枯れ
の被害により倒木した場合、人的・物的被害の恐れもあり、不安に感じている市民も多くいる。
　ナラ枯れは、全国的に被害が深刻化しており、今後の対策を求めたところ、「2021年度に
市の公園で、草刈りや清掃活動を行っているボランティア団体に対し開催した、予防対策の講
習会同様、山林を所有している市民の方々に対しても、ナラ枯れ予防対策の講習会の実施を予
定する。また、近隣市とも情報共有を図りながら、有効な対策を検討していく。」との答弁が
あり、市有地だけではなく、民有地のナラ枯れ対策の必要性を認識してもらうことができた。
　また、被害をもたらしているカシノナガキクイムシは数㎞移動することから、町田市だけで
はなく広域的な対策や住宅、道路と隣接するナラ枯れ樹木への対策を検討するよう求めた。

真彦真彦

小学校給食における市内農産物
利用拡大に向けた取り組みについて

提案力で
 実現する！
提案力で
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加藤 真彦今後も皆様のご要望にお応えして活動して参ります。
加藤真彦の日々の活動は、こちらからご覧いただけます。

※裏面に続く

第 2回定例会
（R5.6）

赤塚副市長　町田薬師池公園四季彩の杜西園ウェルカムゲートでは、まちだ名産品や地元野菜
を扱う直売所、町田産の食材を使った料理が楽しめるカフェ・レストラン、ラボ・体験工房、
本を読みながらゆったり過ごせるライブラリー・ラウンジ、様々なイベントが開催される芝生
広場などを備え、手ぶらでバーベキューも楽しめるなど、みどりあふれる自然の中で、暮らし
に彩りを感じることができる特別な空間である。エリア全体での、来園者数は、2019年度の
59万人から、2022年度は131万人と過去最多を記録した。　　　　　　　　　　　　　　　
　アンケート調査では「町田薬師池公園四季彩の杜」という名称が、利用者に伝えきれていな
い課題や、1回の来園につき1つの施設しか利用しない方が一定数いるという事もわかった。
施設同士の連携による相乗効果を発揮しきれていないことや、エリア全体が広大であり高低差
もあるため、ご高齢の方や小さなお子様連れの方にとっては、施設間の移動が大変であると
いったことが課題であると認識している。現在、これらの課題や環境変化による新たなニーズ
に対応するため「（仮称）町田薬師池公園四季彩の杜魅力向上計画～Ver.2～」の策定を進め
ている。町田薬師池公園四季彩の杜の魅力をさらに高め、市内外からさらに多くの方にお越し
いただけるエリアにするべく、200万人の年間来園者数を目標として掲げる。

加藤真彦　来園者数200万人を目指すための課題への取り組みは。

経済観光部長　町田薬師池公園四季彩の杜のブランドロゴ活用を進める。施設同士の連携は、
他施設の特徴やイベント、商品と関連付けた告知を意識して行う必要がある。また、各施設や
町田市、町田市観光コンベンション協会で構成されている「四季彩の杜施設運営連絡協議会」
において、施設間の情報共有や意識疎通などを通し、一体感を高めていきたいと考えている。
　施設間の移動の課題は、2023年度に、4人乗りの環境にやさしく、地域での交通の課題を
解決するために国が推進している「グリーンスローモビリティ」（電動カート）を西園や薬師
池公園などの施設内で試験的に導入し、利用者の声を聞きながら、運用方法の検討を進める。
　将来的には、例えば、西園からぼたん園での運行や町田薬師池公園四季彩の杜を巡る観光案
内ツアーを行うなど、施設間の回遊性の向上や、魅力向上に活用できないか研究していく。

加藤真彦　町田薬師池公園四季彩の杜の各施設の今後の整備はどのように進めていくのか。

経済観光部長　薬師池公園やリス園、北園の個別の施設の整備計画を策定していく予定。

加藤真彦　北園はどのようなエリアとすることを考えているか。

経済観光部長　北園は、菜の花やそばの花といった景観作物の栽培を行っており、豊かな樹林
に囲まれた起伏にとんだ地形の中で農の風景が広がる、魅力的なエリアであり、今ある農の　
風景に加え、自然の美しさや豊かさを感じながら都会の喧騒を忘れられる特別な体験空間の　
提供などについて、整備計画を策定する中で検討していきたいと考えている。

加藤真彦 北園の今後の計画策定は、地元の方々の想いや歴史の継承にも目を向けてもらいたい。
また、北園エリアでしかできない、他の自治体にはない特別な空間の整備をお願いしたい。西園か
らは距離があるが、足を運びたくなるような北園のエリアを計画して欲しい。更に、農業部門との
連携もお願いしたい。※町田薬師池公園四季彩の杜は、薬師池公園、町田ぼたん園、町田えびね苑、西園、町田 
ダリア園、町田リス園、町田市フォトサロン、七国山ファーマーズセンター、ふるさと農具館などで構成されるエリアの総称。

町田薬師池公園四季彩の杜の
課題解消と北園の整備について




